
 

前回の私のお話は、実体験を元に“誰しも得

意なこと苦手なことがあり、やらないという選

択をした時どう受け止めるか”というような内

容でした。 

社会に出れば、苦手だけれど向き合わなけ

ればならない場面に出会うこともあります。そ

れぞれに自分らしさや特性があるのは当然で

すが、特性と環境とが合わないと苦しさに繋が

ることもあります。だからもちろん、やらないと

いう選択をしてもいい。ただ、安心できる環境

や支えてくれる存在がある中で、一歩踏み出し

た経験が力に変わるきっかけになるかもしれ

ない。そこで今回は「苦手だけどやってみよう」

という “頑張り”についてです。 

❁「頑張れ！」 

誰かが何かに挑戦する時、「頑張れ！」と声

を掛けたくなりますよね。その言葉が「応援し

てくれているんだ！」と力になるときもあれ

ば、「やらなきゃ..」とプレッシャーになるときも

あります。“頑張る”というのは本人の内側から

生まれるもの。こちらが引き出したり支えたり

することはできても“頑張らせる”だけでは気

持ちは動かないのではないかと思います。その

子の気持ちやペースに耳を傾けながら「やって

みよう！」というタイミングを信じて待つ。“頑

張らせる”ではなく、その“頑張ってみよう”を

どう引き出していくか、が大切なのではないか

と思います。 

前回の私の実体験の話もまさに同じように、

みんなと同じことができずに叱られたことがあ

ったと書きました。当時を振り返ってもらった

ところ「いつもやってるって聞くし、やったらで

きるはずなのに何でやらないんだ！」と思って

いたそうです。私の親だけが厳しかったのかと

言われたら、そうではなく..私(平成初期..笑)、さ

らに親世代は「負けるな！」とか「本当は辛かっ

たけど頑張ることが当たり前！」という経験を

している方が多いのではないかと思います。 

人と同じように行動することが安心と感じら

れる時もありますが、「みんなと同じでなけれ

ば」と思うほど苦しくなってしまうこともありま

す。自身もそういった経験をしたことがあっ

て、この職に就いている今..私は普段子ども達

と関わる時には「なんでみんなと同じことがで

きないの！」ではなく「何が嫌なんだろう？」を

探ったり、本人の言葉を聞くことを心掛けてい

ます。「人と違ってもいい」「自分の気持ちを大

切にしていい」という感覚を消さないようにし

ていきたいなと思っています。 

❁頑張る力の源 

こうして誰かに受け止められているという安

心感が「失敗しても大丈夫、頑張ってみよう」

「もう少しやってみよう」という力の源になるの

だと思います。副園長のおたよりで“安全基地”

という言葉を用いていましたが、家庭でも園で

も同じように、安全基地(安心の土台)があるこ

とは頑張る力を支えます。 

0～2 歳あたりでも“自分の思い”というもの

はしっかりあります。「小さいから分からないだ

ろう」なんて思ってはいけません！..と、かっこ

いい風に言っていますが、実際は私もうまくい

くことばかりではありません。試行錯誤で“頑張

ろう”の繰り返しです(安全基地でいてくれるみ

んなありがとう)。そして「家庭で同じようにや

ってください」とまでは思っていません..。ただ

頭の片隅に置いておいて“そういえば、みほ先

生こんなこと言ってたわ～”と思い出していた

だけたらな、と思います。 

私たちが意識したいのは「頑張らせること」

よりも「頑張りたいと思える関係性を築くこ

と」！一緒に頑張りましょう！笑 
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